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カトリック北 11条教会にて

キャンドルに思いをこめて（栄養学科） 決意を新たに

希望を胸に

2020 年 2月 29日現在、同窓生 10,508 人

﹁地 の 塩 　 世 の 光 ﹂

ステップアップセレモニー（2019年10月11日）

戴帽式（2019年11月20日）

カトリック北 11条教会にて 仲間と共にキャンドルに思いをこめて（看護学科）



第 55 号（2）2020年3月15日 ぷ ら た な す（同窓会だより）

　

本
学
の
学
生
さ
ん
は
良
く
勉
強
す
る
と

聞
き
ま
す
し
、
私
自
身
も
講
義
等
で
そ
う

実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の

学
生
調
査
等
で
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
自

習
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
」
が
最
多
の
要
望
で

あ
っ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
天
使
学
園
創
立
七
十
周
年
・
大
学

開
設
二
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
新
棟

建
設
が
理
事
会
で
決
定
さ
れ
、
二
月
末
に

竣
工
予
定
で
す
。
今
年
度
の
卒
業
式
は
新

棟
五
階
の
講
堂
で
挙
行
さ
れ
四
月
か
ら
供

用
開
始
、
二
号
館
跡
に
建
つ
こ
と
か
ら
新

棟
名
は
「
新
二
号
館
」
と
な
る
予
定
で
す
。

　

新
棟
一
階
の
カ
フ
ェ
と
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

モ
ン
ズ
の
北
側
正
面
に
は
貴
同
窓
会
か
ら

の
ご
寄
付
に
よ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
そ
の
テ
ー
マ
と
業
者
の
選

定
を
コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ョ
ン
で
行
う
こ
と
と

な
り
、
野
原
同
窓
会
長
と
学
内
理
事
、
ス

レ
イ
マ
ン
神
父
様
他
で
選
定
し
、
美
術
工

房
ア
ー
ト
ワ
ー
ク　

ポ
ッ
ト
マ
ン
提
案
の

ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
原
画
に
よ
る
「
マ
リ
ア

様
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
訪
問
（
ル
カ
に
よ
る
福

音
書
一
：
四
十
六
～
五
十
六
）」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
芸
術
性
の
高
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
の
完
成
を
楽
し
み
に
す
る
と
共
に
同
窓

生
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
春
以
降
、
同
窓
生
の
皆

様
に
新
棟
を
ご
覧
頂
く
機
会
を
設
け
る
予

定
で
す
の
で
振
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

新
棟
建
設
に
当
た
り
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
識
者
に
検
討
し
て
頂

き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に
基
づ
く
中
庭

を
囲
む
回
廊
様
式
と
し
ま
し
た
。
後
援
会

か
ら
は
中
庭
に
設
置
す
る
マ
リ
ア
像
を
寄

附
し
て
頂
き
、
雪
解
け
後
に
設
置
予
定
で

す
。
各
階
の
設
計
と
設
備
備
品
に
つ
い
て

は
担
当
の
教
職
員
が
設
計
・
施
行
の
清
水

建
設
さ
ん
と
協
議
し
て
予
算
内
で
良
い
学

修
環
境
が
整
う
よ
う
知
恵
を
絞
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
担
当
の
教
職
員
、
事
務
局
長
及

び
財
務
室
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝

し
ま
す
。
教
育
・
研
究
環
境
の
整
備
に
よ

り
本
学
が
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
訪
問
時
に
歌
わ

れ
た
「
マ
リ
ア
の
賛
歌
」
の
一
部
を
記
し

て
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。「
わ
た
し
の
魂
は
主

を
あ
が
め
、
わ
た
し
の
霊
は
救
い
主
で
あ

る
神
を
喜
び
た
た
え
ま
す
。
身
分
の
低

い
、
こ
の
主
の
は
し
た
め
に
も
目
を
留
め

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
か
ら
後
、

い
つ
の
世
の
人
も
わ
た
し
を
幸
い
な
者
と

言
う
で
し
ょ
う
。
力
あ
る
方
が
、
わ
た
し

に
偉
大
な
こ
と
を
な
さ
い
ま
し
た
か
ら
。

そ
の
御
名
は
尊
く
、
そ
の
憐
み
は
代
々
に

限
り
な
く
、
主
を
畏
れ
る
者
に
及
び
ま

す
。
主
は
そ
の
腕
で
力
を
振
る
い
、
思
い

上
が
る
者
を
打
ち
散
ら
し
、
権
力
あ
る
者

を
そ
の
座
か
ら
引
き
降
ろ
し
、
身
分
の
低

い
者
を
高
く
上
げ
、
飢
え
た
人
を
良
い
物

で
満
た
し
、
富
め
る
者
を
空
腹
の
ま
ま
追

い
返
さ
れ
ま
す
。」

天
使
大
学
学
長

武
　
藏
　
　
　
学

新
棟
「
新
二
号
館
」
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二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
理
事
長
に
就
任

し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
の
多
く
の
皆
さ
ま

と
は
初
め
て
で
す
の
で
、
自
己
紹
介
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
私
の
専
門
は
土
木
工
学

で
す
。
土
木
工
学
が
専
門
の
私
が
な
ぜ
天

使
学
園
の
理
事
長
職
を
引
き
受
け
た
か
と

申
し
ま
す
と
、
理
由
の
一
つ
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
こ
と
で

す
。
天
使
学
園
理
事
会
は
理
事
と
し
て
洗

礼
を
受
け
た
者
が
半
数
以
上
必
要
で
あ
っ

た
こ
と
。
ま
た
、
も
う
一
つ
は
私
が
室
蘭

工
業
大
学
の
教
員
と
し
て
長
く
勤
め
、
大

学
運
営
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

の
縁
で
四
年
前
か
ら
理
事
を
お
引
き
受
け

し
て
お
り
ま
し
た
。
非
常
勤
の
理
事
は
必

要
な
時
に
理
事
会
や
関
連
の
会
議
に
出
席

す
る
の
み
で
し
た
が
、
こ
の
春
の
理
事
の

改
選
に
当
た
り
、
理
事
長
を
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
理
事
長
を
お

引
き
受
け
し
ま
し
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
精
神
を
基
本
と
す
る
大
学
に
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
信
徒
と
し
て
奉
仕
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
、
ま
た
大
学
運
営
の
経
験
者

と
し
て
、
国
立
と
私
立
の
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
い
ろ
い
ろ
お
役
に
立
て
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
決
断
し
ま
し
た
。

　

天
使
大
学
は
看
護
、
栄
養
の
分
野
で

は
、
北
海
道
は
お
ろ
か
日
本
の
私
学
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
学
生
も
優

秀
で
あ
り
ま
す
が
、
卒
業
生
の
皆
様
も
社

会
の
各
方
面
に
お
い
て
精
力
的
に
ご
活
躍

を
さ
れ
て
お
ら
れ
、
天
使
大
学
の
名
を
挙

げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
も
っ
と
も
っ

と
充
実
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
理
事

会
と
し
て
ま
た
理
事
長
と
し
て
の
役
割
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
目
的
も
同

様
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
に
は
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
受
験
生
確
保
の
方

策
、
大
学
院
看
護
学
分
野
の
博
士
後
期
課

程
の
設
置
、
助
産
研
究
科
の
改
革
な
ど
の

懸
案
事
項
を
解
決
す
る
こ
と
も
、
私
の
当

面
の
仕
事
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
天
使
大
学
を
将
来
ど
う
い
う
大
学
に

し
て
い
く
の
か
、
進
む
べ
き
道
を
多
方
面

か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
組

織
論
と
し
て
考
え
れ
ば
、
大
学
の
再
編
や

統
合
と
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
私
が
理
事
長
就
任

に
当
た
っ
て
、
学
内
の
学
生
、
教
職
員
の

皆
様
に
述
べ
た
課
題
で
す
。
学
内
の
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
の
皆
様
に
も
関

心
の
多
い
事
項
で
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
同
窓
の
皆
様
の
ご
協
力
が

必
要
な
事
柄
で
す
し
、
同
窓
の
皆
様
の
ご

協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
解
決
の
可

能
な
事
柄
で
も
あ
り
ま
す
。

　

天
使
学
園
は
二
〇
一
七
年
学
園
創
設
七

十
年
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
二
〇
二
〇
年

三
月
に
は
新
棟
の
竣
工
を
迎
え
ま
す
と
同

時
に
大
学
開
学
二
十
周
年
も
迎
え
ま
す
。

伝
統
と
共
に
教
育
研
究
環
境
も
充
実
し
飛

躍
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
さ

さ
や
か
で
す
が
、
開
学
二
十
周
年
記
念
事

業
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
記
念
事
業

の
実
施
、
懸
案
事
項
の
解
決
と
共
に
、
将

来
の
天
使
大
学
の
あ
り
方
に
対
し
て
も
、

同
窓
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
ご
意
見
ご
提

案
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
簡
単
で
す

が
、
同
窓
の
皆
様
へ
の
理
事
長
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

学
校
法
人
天
使
学
園
　
理
事
長

松
　
岡
　
健
　
一

同
窓
の
皆
様
へ
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同
窓
生
の
皆
様

　

日
頃
よ
り
天
使
大
学
同
窓
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

　

い
よ
い
よ
新
校
舎
も
出
来
上
が
り
ま
す
。

同
窓
会
か
ら
の
記
念
品
と
し
て
、
大
学
の
協

力
・
理
解
を
得
て
一
階
の
ホ
ー
ル
に
『
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
』
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
と

て
も
素
敵
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
な
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
同
窓
生
に
見

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
度
は
大
学
二
十
周
年

を
迎
え
、
益
々
の
母
校
の
発
展
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

同
窓
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
数
年
、

代
議
員
制
・
支
部
組
織
・
奨
学
金
・
交
友
育

成
な
ど
少
し
ず
つ
で
す
が
課
題
を
乗
り
越
え

進
ん
で
参
り
ま
し
た
。
ま
だ
積
み
残
し
や
課

題
も
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
理
事
会
や
支
部

長
会
議
・
ク
ラ
ス
幹
事
会
そ
し
て
総
会
に
お

け
る
会
員
の
貴
重
な
意
見
を
通
し
、
解
決
し

て
い
け
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
い
た
し

ま
す
。

 《
支
部
活
動
の
強
化
・
拡
大
》

　

今
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
集
会
の
呼

び
か
け
を
行
い
、
七
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
、
総
会
・
懇
親
会
・
講
演
会
と

各
支
部
の
会
員
の
方
々
の
尽
力
の
成
果
と
考

え
て
い
ま
す
。
会
員
同
志
の
繋
が
り
や
活
躍

な
ど
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

 《
代
議
員
の
定
着
化
》

　

総
会
に
て
、
代
議
員
の
選
出
を
審
議
事
項

と
し
、“
ク
ラ
ス
幹
事
お
よ
び
ク
ラ
ス
幹
事

の
推
薦
を
受
け
た
会
員
、
支
部
か
ら
選
出
す

る
”
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
会
則
の
改
定
に
至

り
ま
し
た
。

　

従
来
の
“
ク
ラ
ス
幹
事
の
中
か
ら
選
出
”

と
い
う
枠
を
は
ず
し
、
広
く
会
員
か
ら
代
議

員
の
選
出
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
出
席
代
議
員
数
増
や
活
発
な
意
見
交
換

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 《
奨
学
金
の
検
討
》

　

給
付
型
奨
学
金
制
度
が
、
二
〇
一
九
年
四

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
規

程
や
要
領
は
、
担
当
理
事
、
そ
し
て
大
学
の

財
務
・
学
務
さ
ら
に
学
長
な
ど
多
く
の
方
々

の
協
力
で
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
奨
学
生
七
人
の
認
定
式
が
行
わ

れ
、
直
接
奨
学
生
の
顔
を
見
た
り
、
声
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
奨
学
金
の
特
徴
は
、
学
部
生
に
加
え

大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
こ
と
、
選
考
基
準

を
大
学
の
基
準
に
合
わ
せ
平
等
性
を
持
つ
こ

と
と
し
た
こ
と
、
ま
た
授
業
料
の
一
部
負
担

と
い
う
内
容
で
す
。
同
窓
会
奨
学
生
と
い
う

こ
と
で
“
ぷ
ら
た
な
す
”
の
記
事
掲
載
・
同

窓
会
活
動
へ
の
参
画
な
ど
も
要
件
と
し
ま
し

た
。

　

多
く
の
方
々
の
協
力
・
努
力
を
心
よ
り
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

 《
校
友
育
成
活
動
》

　

今
年
は
、“
葦
の
会
と
の
交
流
会
”
を
去

年
に
引
き
続
き
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
学

祭
や
体
育
祭
で
の
同
窓
会
長
賞
の
設
置
、
葦

の
会
掲
示
板
の
活
用
、
タ
キ
さ
ん
の
店
へ
の

在
校
生
の
参
加
な
ど
今
ま
で
以
上
の
成
果
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
か
ら
同
窓
会
活
動
を
周

知
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
今
ま
で
以
上

に
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

重
点
目
標
を
主
に
報
告
い
た
し
ま
し
た

が
、
役
員
一
同
“
天
使
大
学
同
窓
会
活
動
”

の
周
知
を
、
会
員
お
よ
び
大
学
在
校
生
に
対

し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
会
長�
�

栄
養
学
科
二
十
二
回
生

野
　
原
　
純
　
子

『
課
題
を
乗
り
越
え
つ
つ
』
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会　　長

福祉部委員会

・ボラン
ティア活
動（タキさ
んの店）

・バザー

事業部委員会

・奨学金

会　　員

監　　事

副会長 副会長

理　事　会常任理事会
（理事の中か
ら会長指名）

（5名）
会長
副会長（2名）
庶務担当理事
会計担当理事

①
庶務
担当理事

②
会計
担当理事

③
広報
担当理事

④
会員組織
担当理事

⑤
研修部
担当理事

⑥
福祉部
担当理事

⑦
事業部
担当理事

庶務委員会

・庶務
・会務
・大学行事
支援

会計委員会

・会計業務

広報委員会

・ぷらたな
す発行
・HPの管
理

会員組織
委員会

・入会案内
・会員デー
ター管理

研修部委員会

・研修企画

委員および支援会員

天使大学同窓会組織図

天使大学同窓会役員名簿（2017年4月〜2020年3月）
役　職 卒　期 氏　　名

1 会 長 栄22 野原　純子

2 副 会 長
（会員組織兼務） 看26 嶌田美穂子

3 副 会 長
（ 研 修 部 兼 務 ） 栄38 真井　睦子

4 庶 務 栄20 佐藤　透子

5 庶 務 栄26 宮武　公子

6 会 計 看25 和田　悦子

7 会 計 看26
専11 横山　和枝

役　職 卒　期 氏　　名
8 広 報 看35 兼平　佳恵

9 会 員 組 織 専11 渡部美千代

10 福 祉 部 栄24 池田由喜江

11 事 業 部 栄28 本間　裕子

12 監 事 栄18 小林　良子

13 監 事 看22
専7 竹田　伸子

2019 年度天使大学同窓会支部長および連絡担当者一覧
支部名 卒　期 氏　　名

関東支部 支部長 看24 内田　雅子

関西支部 連絡担当者 看25専10 吉岡　京子

北石狩支部 連絡担当者
看41専26 安藤　陽子

看26専12 池垣　和子

南石狩支部 支部長 栄31 関　　真澄

渡島・桧山支部 支部長 栄10 鈴木みのり

十勝・日高支部 支部長 専16 太田千鶴子

宗谷支部 支部長 栄10 倉　　洋子

釧路・根室支部 支部長 栄22 新谷百合江

上川・留萌支部 連絡担当者 看25専15 森高　郁代

後志支部 支部長 厚20専6 川村紀美子

オホーツク支部 支部長 栄17 北中　順子

空知支部 連絡担当者 看22専7 竹田　伸子

胆振支部 連絡担当者 看23 山内　陽子

上川・留萌支部
看護          
栄養          

空知支部
看護         
栄養         

北石狩支部
看護         
栄養         

南石狩支部
看護         
栄養         

後志支部
看護
栄養

渡島・桧山支部
看護
栄養

胆振支部
看護
栄養

宗谷支部
看護         
栄養         

関東支部
看護
栄養

関西支部
看護         
栄養         

オホーツク支部
看護         
栄養         

釧路・根室支部
看護         
栄養         

十勝・日高支部
看護 
栄養         

85名
208名

49名
140名

1,221名
1,944名

143名
270名

46名
72名

45名
141名

66名
153名

67名
159名

43名
62名

36名
89名

6名
12名

417名
593名

58名
58名

各支部の同窓生数
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支部長会議から
　野原会長から来年の理事改選を踏まえ、これまでの事業計画の総括をする一年と考えていると挨拶があり、
①支部活動　②代議員制　③同窓会奨学金制度　④交友育成活動など　着実に前へ進んでいると報告がありま
した。次に支部長から活動状況が話され　充実した活動を続ける支
部、徐々に活動開始の準備が入った支部など多くの報告がありまし
た。協議事項として支部選出代議員について意見交換を行い、支部の
代議員は5支部とし、改選時には5支部のうち2支部を改選し、補欠は1
名とすることが決まり、詳細については理事会で決定する事で了承を
得ました。また会員組織担当から個人情報の媒体方法について意見が
求められ、CDからUSBにして行く事になりました。
　支部活動が年々充実してきている事が感じられる会議となりました。

＊関東支部

＊北石狩支部

＊後志支部

＊上川・留萌支部

2019 年度　活動報告
　2019 年 4 月 14 日　
　総会・懇親会
　2020 年 2 月　　　
　「すずかけの樹」第 19 号発行

関東支部の皆様へ
　2020 年 4 月 19 日（日）に支部
同窓会総会・懇親会を開催予定。
当支部は 50 年目を迎えます。新入会員の招待他、今回は
二部制にし、午後から同窓生 2名の講演も予定していま
す。皆様の参加をお待ちしています。
場　所：アルカディア市ヶ谷　　
時　間：10：30～13：00～15：00
支部長：内田雅子
連絡先：Tel　090-3904-7437
　　　　mail　angel-choco-081027@ezweb.ne.jp

2019 年度　活動報告
　2019年 7月 7日　七夕の日に茶
話会を行ないました。出席者 4
名。毎年行っております。皆様こ
の会にもご出席お願いします。

後志支部の皆様へ
　2019 年支部長会議に出席させて
いただきました。2020 年は後志支
部総会を予定しております。皆様たくさんご出席してくだ
さいますよう心よりお願い致します。

支部長：川村紀美子
連絡先：Tel　090-7513-6384

北石狩支部の皆様へ
　今年度から連絡担
当者をお引き受けし
た池垣和子、安藤陽
子です。この地区は
会員数が多いです
が、活動が充分では
ない状況です。近い
うちに皆様に会える
ような機会を作りたいと思っておりますので、その時はぜひ
ご参加ください。

連絡担当者：安藤陽子　　池垣和子
連絡先：Tel　090-3897-9532　　090-2699-4875

上川 ・留萌支部の皆様へ
　2016 年の親睦会後、皆様いかが
お過ごしでしたか。私事ですが 2
年間ブラジルでボランティア活動
を終え帰国しました。また皆様と
お会いする機会を持てるとうれし
いです。よろしくお願いします。

連絡担当者：森高郁代
連絡先：mail　ikuyomo29@gmail.com

2019年9月7日（土）　13時30分～15時　天使大学
出席者：支部長・連絡担当者7名、 会長・副会長・理事12名
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2019年度支部活動報告
会長　野原純子

　日頃より同窓会活動に対し、ご支援・ご協力を頂きありがとうございます。
　今年度の支部活動の状況についてお知らせいたします。
　支部活動に尽力して下さった会員の皆様に感謝申し上げます。

　2019年度は7か所で行われました。今年は実現できませんでしたが来年は是非開催という支部もいくつかあります。
　�これらの開催は、活動の規模や集会人数の多少にかかわらず同窓生の交流に貢献しています。さらに同窓会や大学の動向、また
その地域での先輩・後輩の活躍を知ることができます。
　初めて参加する方・若い方・そして大先輩の方々みんなみんな大歓迎です。

支 部 名 月　　日 内　　容 場　　所 人　　数 本部出席

関 東 4月 14日 総会 東 京 都 27名 野原（会　長）

後 志 �7月 7日 懇親会 小 樽 市 ��4名

十 勝・ 日 高 7月 7日 総会 帯 広 市 20名 佐藤（庶　務）

釧 路・ 根 室 9月 15日 大学地区懇談会と併せ 釧 路 市 ��6名 野原（会　長）

上 川・ 留 萌 9月 29日 大学地区懇談会と併せ 旭 川 市 ��4名 嶌田（副会長）

オホーツク 11月 2日 懇親会 北 見 市 17名 嶌田（副会長）

空 知 11月 17日 懇親会 岩見沢市 12名 野原（会　長）

オホーツク支部のつどい
　場所：北見市民会館

上川・留萌支部
場所：旭川

＊十勝・日高支部
2019 年度　活動報告
　2019 年 7 月 7 日　　総会・懇親会
　2019 年 9 月 29 日　　男の料理教室

十勝 ・日高支部の皆様へ
　総会・懇親会・男の料理教室をやっています。子育て
中の若い方から、ベテランの方まで楽しくやっています
のでぜひお越しください。お待ちしてます。
支部長：太田千鶴子
連絡先：〒 080-2473　帯広市西 23 条南 4丁目 36-7
　　　　Tel　0155-33-0779
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クラス幹事会から 2019年11月9日（土）13時30分～15時30分　天使大学
出席者：クラス幹事46名（出席率16.3％）、会長・副会長・理事8名

　会長より2019年度事業計画の進捗状況の報告がありました。続いて、今年
の重要議題「第5期代議員の推薦」を行いました。第4期代議員の中で1期目の
9名と、クラス幹事から12名が推薦されました。今後　諾否確認を行い2020年
度総会で第5期代議員が承認されることになります。次の議題は「クラス幹事
の役割、在り方、そして今後に向けて」の問題提起が会長からありました。
これからの「クラス幹事」について活発な話し合いが行われました。会がス
ムーズに進行されました事を感謝申し上げます。

クラス幹事から、
クラスメートへの一言メッセージ

4期：皆様お元気ですか。まあまあですか。大学のぷらたなすの発
送が皆様のところに届くように住所が変わられましたら必ずクラス

幹事に連絡くださいますようにお願いいたします。（山本・上野）

17期：同期会の実施を70歳を機に終了とし、お預かりの期費（積
立金）169,500円を天使学園記念事業募金に「栄養科17回」として

寄金いたしました事をご報告いたします。17回生皆様のご健勝を

お祈り申し上げます。（小板・宮本）

21期：栄養科21回生の皆様、お元気ですか。令和元年10月8日に恒
例の同期会を開催し、20名の出席があり楽しい時間を過ごしまし

た。同期会としての集いは今回で終了いたしましたが、今後、ラ

ンチ会、茶話会として気楽に集まり楽しい時間を持つこととなり

ました。天使大学の同窓会のクラス幹事は同期生の自発的なご協

力により、令和8・9年次まで決まっております。今後ともご協力

よろしくお願いします。（古川康子）

22期：皆様お元気ですか？　私は70歳を目前にして、気力・体力
の衰えを感じる毎日です。目はショボつき、足はガタガタ何とか

自力で歩いておりますが、栄養を考え、筋肉をつけて、これから

の長い老後を楽しく明るく過ごしましょう。自分自身の健康を大

切にして下さい。（石井尚美）

26期：26回生ABクラスの皆様、お変わりなくお過ごしでしょう
か？　2018年7月に19名の参加でAB合同クラス会を札幌にて開催

致しました。学生時代を懐かしみながら近況報告で盛り上がった

後、2020年東京オリンピック（札幌でも！）の年にクラス会開催

の計画を致しました。詳細は後日案内になりますが、多くの皆様

の参加をお待ちし、再会を楽しみにしております！幹事は宮武・

大井・佐藤。（佐藤京子）

28期：皆さん、お変わりありませんか。中々、お集まりいただく
機会も作れず、申し訳ありません。近々、ご連絡できたらと思っ

4期：タイ王国プリンセス・シーナカリン賞受賞近藤潤子さんの事
を御存知と思います。世界で看護や助産の進歩に貢献された方々

のうち、日本人で3人目という栄誉を得られました。おめでとうご

ざいます。3期、4期生で1年1度のクラス会にも高齢のため不参加

の人が増えて淋しくなりました。2020年も6月27日（土）に集まり

たいと思いますので、今から健康に留意して是非お集まり下さい

ね。皆様の上に神様の祝福と恵みを祈っています。（沢　禮子）

6期：またクラス短信を書く時期になりましたが皆様如何お過ごし
ですか？　電話連絡のついた方々は1年ぶりにお声を聴く限りは元

気、でもサッと全員集合と言う訳にはいかず残念です。私個人と

しては幹事仰せ付かっている御蔭で4期から8期までの先輩後輩の

皆様と今年もお会いでき昔に帰りました。連絡取れなかった方ご

一報下さいませんか。では次回の報告まで皆様お健やかにお過ご

しください。（木村泰子）

8期：クラスの皆様、お元気にお過ごしでしょうか。健康寿命100
歳を迎えられますよう、柔らかく、明るく、前向きに何事にも好

奇心を忘れず、日々を豊かに生活できますよう、お祈り申し上げ

ます。ご来札の折にはご一報を下さい。（小原まり子）

12期：12回生の皆様、お変わりなくお過ごしですか。私達もとう
とう傘寿を迎えましたね。天使卒後57年経ちました。80年生きて

きますと、大なり小なり人間力を失われていく様な…。でも、今

持ち合わせているものをフル活用して元気に過ごしましょう。ク

ラス幹事会の出席時に一筆認めました。（澤田園江）

13期：卒業して何年？　クラス会も間遠になりましたね。近しい
方々の集まりは有るのでしょうか？　クラス幹事に肩代わりして

ています。（本間裕子）

33期：皆様いかがお過ごしでしょうか。連絡先がわからない方が
かなりいらっしゃいます。親しくされている方のお住まい等お知

らせいただけるとうれしいです。（小林裕子） 栄養学科

厚生科・看護科
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力ですが、30回生の代表として少しでも同期に情報発信し、ワン

チームで何か母校のためにできることを身の丈で考えてみます。

よろしくお願いします。（工藤久美子）

31期：9月14日、札幌京王プラザホテルにて18名出席のもと還暦記
念？　クラス会がなごやかに行われました。卒業以来初めての参

加者もいて、学生時代の思い出話などでもりあがりました。3年後

は十勝で開催の予定。再会を楽しみにしています！（大賀浩子）

40期：皆さまお元気でしょうか。卒業30年を迎え、クラス会も企
画したいですね。連絡先のわからない方もいますので、みなさん

の情報お待ちしています。（中元裕美子）

頂ける人いませんか？　目下「募集」中！！（仙庭ミナ）

14期：クラス幹事の我々は何とかがんばっています。何か要望が
有りましたら遠慮なく申し出て下さい。又、皆でお逢いできる事

を願いながらおりますので…（石橋・若井）

16期：ご無沙汰しておりますが、皆様お元気でお過ごしでしょう
か。名ばかりのクラス幹事で申し訳ありません。80歳前にはクラ

ス会のご案内をしたいと思ってますが、お元気でお過ごし下さい

ますよう祈っております。（大地満代）

19期：災害の多いこの頃、クラスメートの皆様お変わりありませ
んか。9月25日に中井さんが旭川に来られるとの情報があり卒業以

来の再会をしました。坂本・佐藤昇・中井・青山のメンバーで楽

しい時間を過ごしました。山崎さんのお墓参りもして来ました。

（青山妙子）

20期：皆様御元気でしょうか。お体にはくれぐれもお気を付け
て、元気で楽しい毎日を送られることを祈っています。何か情報

ありましたら御連絡下さいます様お願いします。（川村紀美子）

22期：今年からクラス幹事2名が交替になりました。9月上旬にク
ラス会を開きました。古希をむかえ、一応クラス会としての開催

は区切りをつけることとなりました。ささやかですが、クラス会

の余剰金は看護科22回生として大学に寄付いたしました。（伊澤栄

子・流田由美子）

23期：皆様お元気でお過ごしでしょうか。まだ現役、親の介護、
看取り、実家の整理等々、ご活躍の事と存じます。平成30年に、

出会いから50年を記念して、クラス会を実施致しました。長年、

伊原さんと吉崎さんにクラス幹事をしていただきましたが、令和

元年より丸山と山崎さんがクラス幹事をする事になりました。遠

方から帰省される方がいらした時に札幌近郊で10名前後で毎年集

まっております。皆様からの情報、変更事項のお知らせをお待ち

しています。よろしくお願い致します。（丸山美恵子）

24期：24回生の皆様～！！　来年秋くらいにクラス会を計画しま
す。みーたんが幹事に加わりました。早めに日程と場所を決めて

お知らせします。たくさんのご参加をおまちしています。我がク

ラスは同窓会にとても協力していますよ。関東支部長（あらさ

ん）、専攻科の幹事MIYA、Baちゃん、看護の幹事のみーたんと私

です。こんなに協力しているクラスはないと思いますよ。みんな

がんばっているよ！！これからもよろしくネ！！（亀田和香美）

26期：26期の皆様、お元気ですか？　2019年度はクラス会がな
く、お会いする事も少なく寂しい思いをしています。2020年度は

オリンピックの年とクラス会の年です。札幌で行なわれるマラソ

ン、競歩を応援し、クラス会で多くの皆様とお会いできますのを

楽しみにしています！（本宿美砂子）

27期：今年10月、久しぶりにクラス会を実施することができまし
た。13名の出席でした。とても懐かしくにぎやかなひと時でし

た。（小野友美）

30期：私は今迄同窓会への意識は低かったと反省しています。微

助産科5期：今年は災害の多い年でしたが、みなさま御無事で元気
で安心しました。でも年なりに障害もでてきているようですが、

頑張っておられます。元気に年を重ねましょう。シスター牧野も

マダガスカルで活躍が新聞などで報じられますが御健康を祈りま

しょう。（小板幸子）

助産科6期：6期の皆様、先日は返信のハガキをありがとうござい
ました。お元気そうで喜んでおります。なかなかお目にかかるこ

とは出来なくなりましたが、何か変ったことがありましたらご連

絡下さい。（笠松博子）

専攻科5期：5回生の皆さま、お元気でお過ごしでしょうか。卒
後、はや半世紀、月日の流れは光陰矢の如しです。皆さまは既に

現役を離れ穏やかにすごされていると思いますが、5期生横田（旧

宮井）さんと小原（旧佐々木）さんのご連絡先をご存じの方は天

使大学同窓会事務局宛にご一報頂けますようお願い致します。

（佐々木恵子）

専攻科6期：今年の7月8日から2泊3日洞爺湖でのクラス会、皆様の
御協力で楽しく無事に行うことができました。本当にありがとう

ございました。最後のクラス会という事で行いましたが、皆様御

来道の節は是非御連絡下さいませ。声かけ合って顔合わせの会を

行いたいと思っています。（川村紀美子）

専攻科10期：クラス幹事会に出席だけしているクラス幹事の中村
です。大学の情報など発信できず申し訳ありません。昨年、マダ

ガスカルから帰省したSr.平間を囲んで集まりを持ちました。又、

このような集まりを持てればと思います。どうぞご近況をお知ら

せ下さい。（中村信子）

専攻科19期：また1年が過ぎ、令和という時代になりました。多く
のクラスメイトは令和3年で還暦となり、早ければ定年退職を近く

に感じる年令となりました。令和2年こそは、クラス会を催したい

です。「看護科でやったから、こっちは遠慮するわ」などと言わ

ず、まずは、やりたい時期だけでも連絡してもらえるとうれしい

です。（中本雅恵）

助産・専攻科
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　給付型奨学金制度が、2019年4月から始まりました。
大学と何度も協議を重ね内容を詰めてきた成果と思って
います。
　同窓会事業目的の一つである“在校生への支援”の要
となることを願っております。

　

同
窓
会
の
会
長
・
副
会
長
の
三
名
、
葦
の
会
役
員
の
学

生
五
名
、
大
学
学
務
職
員
二
名
が
参
加
し
、
交
流
会
を
二

回
と
十
二
月
に
は
次
年
度
の
新
役
員
五
名
も
含
め
て
の
交

流
会
を
一
回
、
合
計
三
回
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎

回
、
学
生
よ
り
建
設
的
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
年
度

は
、
天
使
祭
の
展
示
物
採
点
参
加
、
体
育
祭
の
総
合
一
位

賞
状
・
景
品
提
供
、
タ
キ
さ
ん
の
店
の
協
力
体
制
、
葦
の

会
掲
示
板
の
活
用
な
ど
学
生
と
の
交
流
の
場
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
わ
ず
か
で
す
が
、
同
窓
会
の
活
動
内
容

の
周
知
の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
副
会
長
：
嶌
田
美
穂
子
）

同
窓
会
の
皆
さ
ん
と
の
距
離
が
近
づ
い
た
一
年
で
し
た

　
　
　

葦
の
会
会
長

看
護
栄
養
学
部　

看
護
学
科
二
年　

東
山　

楓

　

二
〇
一
九
年
度　

葦
の
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
東
山　

楓
で
す
。
昨
年
度
ま
で
の
葦
の
会
の
活
動

は
、
同
窓
会
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
は
少
な
く
、
同
窓
会

の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
無
知
な
部
分
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の
五
月
に
葦
の
会
役

員
で
同
窓
会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
て
、
天
使
大
学
学
生
が
よ
り
良

い
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
同
窓
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
在
学

生
の
み
な
ら
ず
卒
業
生
に
と
っ
て
も
同
窓
会
が
非
常
に
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
総
会
後
に
行
わ
れ
た
「
お
食
事
会
」
に
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
、
大
先
輩
と
な
る
同
窓
会
の
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
の
お
話
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
同
窓
会
の
皆
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
と
葦
の
会
　
交
流
会

総
会
で
葦
の
会
か
ら
の
あ
い
さ
つ

看護学科2年　植村笑子
奨学生になることで、周りからの支援や期待の大きさを実感
しました。将来は良い看護職に就くことで周囲に恩返しをし
たいと思います。

看護学科2年　菊池悠佳
奨学金をいただきありがとうございました。看護とは、患者
さんを知ることから始まると基礎実習で学びました。目指す
看護師像に向かって日々勉学に励みたいと思います。

看護学科2年　古村優奈
同窓会の皆様、ご支援ありがとうございます。戴帽式を終
え、看護師になることを強く決心しました。将来は心の天使
と呼ばれるような看護師になるよう勉学に励んでいきます。

栄養学科2年　秋良菜月
私は、人の心に寄り添えるような管理栄養士になりたいと思
い天使大学に入学しました。この夢を叶えるために、もっと
技術や知識を身につけ、自分を磨いていきたいと思います。

栄養学科2年　谷本莉奈
私は今、将来について悩んでいます。今回奨学金を頂いたこ
とで実習先に縛られることなく、実習に行けるため自分の将
来の可能性を考える事ができ、とても感謝しています。

看護栄養学研究科1年　菊田咲也香
様々な機会で、先輩方の素晴らしい姿を耳にしております。
私も天使大学卒業生として、いつか、人々の健康とQOLの高
い生活に寄与できるよう日々邁進してまいります。

助産研究科1年　高部栞菜
同窓会からの奨学金を頂き、助産の勉強に励んでいます。実
習で妊産褥婦や新生児と関わるたび、やりがいを感じていま
す。助産師になるために今後も精進していきたいです。

奨学生からのメッセージ

給付型奨学金制度
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　タキさんの店は同窓会福祉部で活動し、年6回開催しています。
　従来は同窓会有志を中心としたメンバーで様々なケーキを焼
き、在校生に販売していました。
　今年から、大学葦の会との話し合いを実施し、学生たちもタ
キさんの店のケーキ焼きのお手伝いをしたいと希望
がありました。朝早くから、授業の都合により午前
中まで等と、都合に合わせて、5～9人も参加してく
れています。
　平均年齢が一気に下がり、学生から元気をもら
い、和気あいあいと楽しい活動ができ先輩、後輩の絆に感謝し
ています。� （福祉部：池田）

　「北海きたえーる」にて、体育祭が開催されました。開会式では、学長挨拶の後、全日本ラグビーの公式T
シャツ姿の同窓会会長挨拶があり、その後、お揃いの同窓会エプロンを着用した役員によってドリンクの配布が
ありました。競技種目は、ドッジボール、バスケットボール、バレーボール、障害物競走、綱引きでした。ドッ
ジボールと障害物競走、綱引きは、経験の有無というより「時の運」と「団結力」によって勝敗が決まっていま
した。バレーボールとバスケットボールは、スポ根さながらの技と根性で勝利を勝ち取っていました。最後の綱

引きでは、1位の学年と教職員に
同窓会役員も参加させて頂き対戦
しました。もちろん、惨敗でし
た。体育祭の応援と参加？をさせ
ていただき、楽しい一日を過ご
し、より学生を身近に感じ取るこ
とができました。

（副会長：嶌田美穂子）

今年もタキさんの店大人気です

体育祭で同窓会の広報活動　体育祭（心・技・体）

お揃いのエプロンで学生を激励 同窓会長賞ができました！

12月12日に参加して
　前回に引き続き参加しました。参加する回数を重ねるごとに、得られることが
増えていくのをとても感じます。最初は純粋にお菓子作りをしたいという思いか
ら参加し、先輩方の圧倒的な技術力に驚かされてばかりでしたが、参加すればす
るほどいろいろな先輩方と交流でき、コミュニケーションの機会が増える素敵な
場だと思いました。楽しくお菓子作りをしながら先輩方との交流を深められるこ
とは、とてもありがたいことだなと思います。

学生からのひとこと

栄養学科1年� 岩城和音

学生の
お手伝いが
活発！
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　この度、学長、理事長を歴任した近藤潤子先生が、タイ王国のプリン
セス・シーナカリン賞を受賞されました。
　プリンセス・シーナカリン賞は、タイ王国のシーナカリン皇太后の生誕
100周年を記念して看護・助産及び社会福祉事業の発展に多大なる貢献を
された方に贈られる国際的賞で、日本人では3人目の受賞となります。日
本助産師会、日本看護協会、日本助産学会、全国助産師教育協議会の4団体から推薦され受賞の運びとなりました。
　授賞式は、10月7日にタイ王国首都バンコクの王宮で行われ、タイの総理大臣をはじめ政財界の方々、日本大使や各国の
大使、プリンセス・シーナカリン賞財団選考委員、タイ王国看護師助産師評議会の皆様等、約400人が参列する盛大かつ華
やかな授賞式でした。
　近藤潤子先生は所属機関の教育業務と並行して看護系大学が6校だった1970～80年代に、日本初の私立大学大学院の看
護学修士課程、博士後期課程の開設に先鞭をつけ、さらに、日本看護科学学会や日本助産学会の創設ならびに初代理事長
を務め、日本看護系大学協議会の結成を助け、設置基準案の作成などその後の看護教育の質の向上に貢献されました。日
本助産師会会長就任中には、助産師の理念、定義、倫理綱領、役割責務を含む基本文書「助産師の声明」「コア・コンピテ
ンシー」の成文化を進められました。2004年には助産師教育の新しい取り組みとして天使大学大学院助産研究科（専門職
大学院）を開設し、2007年には助産師教育機関の認証評価のための日本助産評価機構の設立に貢献されました。
　海外においてはエジプト政府と協働で15年間にわたりアフリカ諸国の看護リーダー研修プロジェクトを実施されました。
国際助産師連盟（ICM）では9年間アジア太平洋地域の代表理事を務められ、世界の助産師活動に参画されました。
　プリンセス・シーナカリン賞は、実践者を重要視し、リーダーシップが発揮され、管理能力が優れている看護師・助産師
で、国または国際レベルにおける看護・助産、健康、政策への意義ある行動があって、献身的で、コミットメントによる成
果があった看護師・助産師に与えられる褒章なので、これまでの近藤潤子先生のご功績を振り返りますと、誰もが納得され
るご受賞であったと思います。
　授賞式をはじめ関連する様々な行事出席のため随行させていただき、世界的なレベルで評価された事に、天使大学の同
窓生として、誇りに感じております。� 学務課長　白石澄枝（栄養科31回生）

　平成27年度に栄養学科を卒業した井澤綾華と申します。卒業後は空知管内の栗山町に
て地域おこし協力隊として働き、29年4月に縁があって同町の花卉野菜農家のご子息と結
婚、30年3月に娘を出産。令和元年度は母兼、農家の嫁兼、協力隊兼、フリーランスの管
理栄養士としてライターや料理のレシピ作成等を務めさせていただきました。
　栗山町内では主に農村や農家の魅力発信を仕事にしています。農業体験のコーディネートや月に一度のマルシェの運
営を行う中で、大学の在校生が毎年のべ約50名来町します。30年度より大学の花壇の花を井澤農園で用意していること
や学校祭に出店しているということもあり、今でも母校はとても身近に感じています。
　私が大学1年生になるタイミングで東日本大震災が発生し、ボランティアで岩手県に6度ほど足を運ぶ中で、札幌の住宅
街育ちの私は「地域」という単位に大変興味を持ち、自分のフィールドを栗山町に選びました。どこの田舎もそうだと思
いますが、私が住む栗山町の阿野呂という地域は人口減少と高齢化により地域の存続が危ぶまれている状態です。しか
し、魅力はそこら中にあふれて磨けば光る物ばかり。私はこれから、地域に住む子どもたちが誇りをもって農村で暮ら
し、いずれ地域で活躍できるような基盤を作れるよう、夫と共に井澤農園を地域を支える会社にしていこうと思っていま
す。モデルを作り、全国の他地域にも事例を紹介できるまでになることが目標です。
　私事ですが、令和2年の1月に男児を出産する予定です。あと何人子どもを授かれるかは天のみぞ知りますが、子どもた
ちが全員保育園に通えるようになったら本格的に活動をしていこう、と夫と将来の地域を構想しているところです。

活躍する同窓生…北海道新聞 くらし欄「働くママごはん」連載中
栄養学科 12回生　井澤綾華

2019 年 10 月 7日　授賞式（タイ王国首都バンコク
の王宮）マハー・チャクリ・シリントーン殿下から
プリンセス・シーナカリン賞が授与された

近藤潤子先生　タイ王国の国際賞
「プリンセス・シーナカリン賞」受賞

～　受賞式に随行して　～
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　会則16条に基づき、2019年度総会を下記のとおり開

催しました。

総　　会
日　　時：2019年5月11日（土）

　　　　　11時15分～12時45分

場　　所：ANAクラウンプラザホテル札幌

　　　　　3階　鳳の間

出席者数：代議員　20名　

　　　　　委任状提出代議員7名（計27名）

　　　　　会則20条により代議員の3分の1以上の出席

があり総会は成立。

議　　長：看護科26回生　本宿美砂子氏

副 議 長：栄養科26回生　高野良子氏

議事録署名人：�栄養科18回生　西尾久美子氏　

　　　　　　　看護科41回生　安藤陽子氏

議　　事
1　報告事項
　1）2018年度　事業報告

　会長より2018年度の重点目標について、庶務担

当理事より会務報告・委員会報告がありました。

2018年度支部長会議は9月8日に予定していました

が「北海道胆振東部地震」の発生により中止しま

した。奨学金は給付型への改定に向けて奨学金検

討委員会を5回開催、規定や要領を作成しました。

　2）2018年度　会計報告

　会長より報告がありました。賛助金は予算額に

対して決算額は191,000円の減、支出の部、会議費

の支部長会議は北海道胆振東部のため中止とした

ため決算額0円、事業委員会は奨学金検討委員会を

5回開催したため21,466円の増、寄付金支出は7月豪

雨災害と胆振東部地震の義援金で500,000円の増、

予備費からは引っ越し関連でNTT光回線移設など

101,344円支出しました。

　3）2018年度　会計監査報告

　監事より会計が適正に処理されていることが報

告されました。

　質疑応答を経て、出席代議員（議長・副議長2名

を除く）18名の拍手をもって承認されました。

2　審議事項
　（第1号議案）　2019年度　事業計画〔案〕

　　野原会長より、提案説明がありました。

　事業目標は役員の最終年となるため、新しい目

標は設けませんでした。

　第1号議案2019年度事業計画案は、出席代議員

（議長・副議長2名を除く）18名の挙手、委任状7名

で承認されました。

　（2号議案）2019年度予算（案）

　第2議案2019年度予算（案）は、出席代議員（議

長・副議長2名を除く）18名の挙手、委任状7名で

承認されました。

3　その他　
　役員候補者推薦委員、選挙管理委員、選挙立会人の

承認について

　昨年のクラス幹事会で推薦されました（任期は2019

年4月～2022年3月）。

　拍手を持って承認されました。

なお、総会・支部長会議・クラス幹事会の議事録は、

天使大学同窓会ホームページでもご覧いただけます。

2019年度　天使大学同窓会総会報告
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2018年度一般会計収支決算書　自　2018年4月1日　至　2019年3月31日
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘　　　　要
1　会費収入
　①入会金 10,150,000 10,150,000 0 2018年3月卒業生　＠50,000×203名分

　②賛助金 950,000 759,000 ▲191,000 賛助金ゆうちょ振替口座入金　432人734口　
現金　15人25口

2　雑収入
　①福祉委員会 250,000 247,937 ▲2,063 タキさんの店・バザー等収益金
　②受取利息 100 52 ▲48 一般会計普通預金利息
　③総会懇親会費 0 116,000 116,000 2018年度総会懇親会会費　＠4,000×29名分
　④寄付金 0 10,000 10,000 理事長様総会ご祝儀
　⑤会徽章ストラップ売上金 0 12,000 12,000 総会時＠600×20個
3　前年度繰越金 2,509,255 2,509,255 0 北洋銀行一般会計　普通預金、現金

合　　　計 13,859,355 13,804,244 ▲55,111

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘　　　　要

1　一般管理支出
　①総会費 1,000,000 917,921 82,079 会場費・講師謝金・交通費・懇親会他
　②会報誌発行費 2,000,000 1,277,541 722,459 「ぷらたなす」　54号発行・発送（メール便）費
　③クラス幹事通信助成費 70,000 54,722 15,278
　④同窓会入会式費 850,000 732,942 117,058 記念品（印鑑付ノックペン）作成費　入会式お弁当代
　⑤会議費
　・理事会費 200,000 180,794 19,206 会議費・交通費11回開催
　・常任理事会費 100,000 27,296 72,704 会議費・交通費　3回開催
　・支部長会議費 200,000 0 200,000 北海道胆振東部地震のため未開催
　・クラス幹事・代議員会費 130,000 132,522 ▲2,522 会議費・交通費　1回開催
　・奨学生選考委員会費 20,000 5,303 14,697 会議費・交通費
　・役員候補推薦・選挙管理委員会費 0 0 0
　・その他会議費 300,000 83,151 216,849 定期外の開催会議費・交通費

　⑥通信費 300,000 286,467 13,533 光通信（電話等）料、郵便発送費、幹事宛会員
名簿送付レターパック代等

　⑦交通費 70,000 40,200 29,800 支部総会・懇親会等出席交通費

　⑧消耗備品費 350,000 414,616 ▲64,616 事務備品（PC、コピー機リース）・事務用品・
エプロン等購入費

　⑨印刷費 100,000 107,892 ▲7,892 会則・細則印刷代　各300部、同窓会封筒印刷代　
2,000枚

　⑩慶弔費 80,000 89,498 ▲9,498 大学行事のスタンドフラワー代、会員弔電等
　⑪支払報酬費 1,000,000 754,400 245,600 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 97,848 2,152 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 100,000 77,261 22,739 HPサーバ更新・管理料（2019年度前払分）
　⑭雑費 10,000 1,922 8,078 残高証明書発行手数料（4件）等
　⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室

2　各支部事業助成 1,000,000 637,400 362,600 関東・十勝・オホーツク・岩見沢・空知支部活
動、大学父母懇談会2会場等

3　各委員会活動支出
　①庶務委員会 50,000 32,982 17,018 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 20,000 3,280 16,720 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 20,000 9,616 10,384 活動打合せ費・交通費
　④会員組織委員会 20,000 16,843 3,157 活動打合せ費・交通費
　⑤研修委員会 30,000 0 30,000
　⑥福祉委員会 250,000 224,785 25,215 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 30,000 51,466 ▲21,466 活動打合せ費・交通費　奨学金検討委員会　5回開催
　⑧特別委員会 30,000 0 30,000

4　寄付金支出 500,000 1,000,000 ▲500,000 日赤平成30年7月豪雨災害義援金、北海道胆振東
部災害義援金

5　学生活動助成金 500,000 240,432 259,568 学生ボランティア・校外活動助成、体育祭時飲物代等
6　積立金支出
　・事業準備積立金 2,500,000 2,500,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
　・大学記念事業積立金 1,000,000 1,000,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
7　未払金 100,000 50,000 50,000 退学者1名
8　予備費 529,355 101,344 428,011 引越関連（NTT光回線移設、書庫鍵、交通費）

合　　　計 13,859,355 11,450,444 2,408,911

2019年度への繰越金　　収入合計13,804,244円－支出合計11,450,444円＝2,353,800円
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一般会計財産目録　2019年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産　一般会計
　　現金 90,093
　　預貯金
　　北洋銀行普通預金 2,263,707
　　郵貯銀行振替口座 557,080
　流動資産　事業積立金 2,910,880
　　北洋銀行事業準備積立定期預金 49,086,031
　　北洋銀行大学事業積立定期預金 6,000,636

55,086,667
　　　　流動資産合計 57,997,547
　固定資産 0
負債の部
　流動負債 0
　固定負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 57,997,547
※事業準備積立金　預金利息　4,370円　含む

特別会計Ⅰ（奨学金）財産目録　2019年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産
　　預貯金
　　　北洋銀行普通預金 14,950,238
　　　流 動 資 産 合 計 14,950,238
　　　　資　産　合　計 14,950,238
負債の部
　流動負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 14,950,238

2018年度特別会計収支決算書
自2018年4月1日　至2019年3月31日

2019年度繰越金　　収入合計14,950,238円－支出合計0円＝14,950,238円

2019年度繰越金　　収入合計51,168,682円－支出合計10,350,000円＝40,818,682円

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要
前年度繰越金 14,740,113
奨学金事業繰入収入 0
貸与金返金 210,000 奨学金貸与者返金　2名
受取利息 125
合　　　計 14,950,238

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

前年度繰越金 40,167,200 北洋銀行普通・定期預金

入会金収入 11,000,000
2018年4月入学生
入会金　＠50,000
×220名

受取利息 1,482 北洋銀行前受金普通・定期預金
合　　　計 51,168,682

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要

奨学金貸与支出 該当者なし

合　　　計 0

【支出の部】� （単位：円）
科　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2018年度
一般会計収入
繰入れ

10,150,000
2014年度入学生
（2018年3月卒業）
入会金＠50,000×
203名分

退学者入会金
返金 200,000

2015年4月入学生1
名、2016年4月入
学生2名、2017年4
月入学生1名
＠50,000×4名分

合　　　計 10,350,000
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特別会計Ⅱ（前受金）財産目録　2019年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資　産　の　部
　流動資産
　　　北洋銀行普通預金 11,318,682
　　　流動資産合計 11,318,682
　固定資産
　　　北洋銀行定期預金 29,500,000
　　　固定資産合計 29,500,000

資　産　合　計 40,818,682
負　債　の　部
　負　　　　債 0

負　債　合　計 0
前受金（入会金）内訳
　①2015（平成27）年度入学生（193人） 9,650,000
　②2016（平成28）年度入学生（197人） 9,850,000
　③2017（平成29）年度入学生（196人） 9,800,000
　④2018（平成30）年度入学生（220人） 11,000,000
　　前受金合計 40,300,000

正　味　財　産 40,818,682

2019年度特別会計予算（案）
自　2019年4月1日　　至　2020年3月31日

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要
前年度繰越金 14,950,238
奨学金事業繰入収入 500,000
貸与金返金 240,000 奨学金貸与者返金　2名
受取利息 150
合　　　計 15,690,388

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要
前年度繰越金 40,818,682

入会金収入 11,000,000
2019年4月入学生
入会金＠50,000×
220名

受取利息 1,500
合　　　計 51,820,182

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要

奨学金給付支出 800,000 給付者　＠100,000
×8名　予定

振込手数料 3,456 奨学金送金手数料
＠432×8件分

合　　　計 803,456

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2019年度
一般会計収入繰
入れ

9,650,000
2015年度入学生
（2019年3月卒業）
入会金＠50,000×
193名分

合計 9,650,000

2019年度一般会計予算（案）
自2019年4月1日　　至2020年3月31日

【収入の部】� （単位：円）
科　　　　　目 前年度予算額 2019年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　会費収入
　①入会金 10,150,000 9,650,000 ▲500,000 2019年3月卒業生　＠50,000×193名分
　②賛助金 950,000 900,000 ▲50,000
2　2016年度2017年度大学記念
事業準備積立定期預金解約
受入金

0 5,000,000 5,000,000 70周年記念品贈呈

3　雑収入
　①福祉委員会 250,000 250,000 0 タキさんの店・バザー等収益金
　②受取利息 100 100 0 一般会計普通預金利息
4　前年度繰越金 2,509,255 2,353,800 ▲155,455 北洋銀行一般会計普通預金、現金

合　　　　計 13,859,355 18,153,900 4,294,545
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【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 前年度予算額 2019年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　一般管理支出
　①総会費 1,000,000 1,000,000 0 会場費・講師謝金・交通費・懇親会他

　②会報誌発行費 2,000,000 2,200,000 200,000 「ぷらたなす」　55号発行・発送費　役員改
選選挙公報発行・発送費

　③クラス幹事通信助成費 70,000 70,000 0

　④同窓会入会式費 850,000 700,000 ▲150,000 記念品（印鑑付ノックペン）作成費　入会
式お弁当代

　⑤会議費
　　・理事会費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　　・常任理事会費 100,000 100,000 0 会議費・交通費
　　・支部長会議費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　　・クラス幹事・代議員会費 130,000 150,000 20,000 会議費・交通費
　　・奨学生選考委員会費 20,000 20,000 0 会議費・交通費
　　・�役員候補推薦・選挙管

理委員会費 0 50,000 50,000 会議費・交通費

　　・その他会議費 300,000 200,000 ▲100,000 定期外の開催会議費・交通費、学生との交流会等

　⑥通信費 300,000 300,000 0 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費、幹
事宛会員名簿送付レターパック代等

　⑦交通費 70,000 70,000 0 支部会議等出席交通費

　⑧消耗備品費 350,000 400,000 50,000 事務備品（PCリース）・事務用品・用紙等
購入費等

　⑨印刷費 100,000 100,000 0 会則・細則印刷代

　⑩慶弔費 80,000 100,000 20,000 大学行事のスタンドフラワー代、会員弔電
料等

　⑪支払報酬費 1,000,000 1,000,000 0 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 100,000 0 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 100,000 100,000 0 HPサーバ更新・管理料（次年度前払分）
　⑭雑費 10,000 5,000 ▲5,000 残高証明書発行手数料・送金手数料
　⑮同窓会室等使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室
2　各支部事業助成 1,000,000 1,000,000 0 支部・ブロック活動等
3　各委員会活動支出
　①庶務委員会 50,000 50,000 0 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 20,000 10,000 ▲10,000 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ費・交通費
　④会員組織委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ費・交通費
　⑤研修委員会 30,000 20,000 ▲10,000 活動打合せ費・交通費
　⑥福祉委員会 250,000 250,000 0 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 30,000 30,000 0 活動打合せ費・交通費
　⑧特別委員会 30,000 20,000 ▲10,000 活動打合せ費・交通費
4　寄付金支出
　　・災害義援金 500,000 500,000 0
　　・創立70周年記念品代 0 5,000,000 5,000,000 新校舎ステンドグラス代

5　学生活動助成金 500,000 500,000 0 学生ボランティア・校外活動助成、海外研
修助成金、体育祭時飲物代等

6　積立金支出
　　・事業準備積立金 2,500,000 1,500,000 ▲1,000,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・大学記念事業積立金 1,000,000 1,000,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・奨学金積立金 0 500,000 500,000 北洋銀行特別会計Ⅰ奨学金事業普通預金
7　未払金 100,000 100,000 0 退学者入会金返金予定
8　予備費 529,355 268,900 ▲260,455

合　　　　計 13,859,355 18,153,900 4,294,545
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同
窓
会
室
に
は
、
週
四
日
パ
ー
ト
職
員
が
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。（
月
・
火
十
時
～
十
四
時
半
、
水
・
木�

十
三
時
～
十
七
時
）

　

不
在
の
場
合
は
、
左
記
連
絡
方
法
に
て
、
ご
氏
名
・

連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
住
所
の
変
更
は
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ�

�

（
直
通
）
〇
一
一
─
七
一
二
─
一
〇
八
八

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

�
tenshi_dousoukai@

lilac.plala.or.jp

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

tenshi-dosokai.com

同
窓
会
事
務
局
へ
の

�

ご
連
絡
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
稿
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
回
は
、
在
校
生
と
同
窓
会
の
交
流
や
、

同
窓
会
の
活
動
に
伴
う
在
校
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
取
り
上
げ
、
未
来
の
同
窓
会
員
の

在
校
生
が
同
窓
会
と
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ

う
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
同
様
、
各
支
部
長
や
ク
ラ
ス
幹

事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
皆

様
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
会
報

誌
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
窓
生
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
「
ぷ

ら
た
な
す
」
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
活
躍

す
る
同
窓
生
の
情
報
、「
ぷ
ら
た
な
す
」
へ

の
ご
要
望
な
ど
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

衛
生
看
護
学
科
三
十
五
回
生兼

平
佳
惠

同窓会総会・懇親会のお知らせ2020
年度

会　場 � ANAクラウンプラザホテル札幌（旧名　全日空ホテル）3階
� 札幌市中央区北3条西1丁目2-9　TEL　011-221-4411
� 総会　3階　鳳の間　　　懇親会　3階　祥雲の間　　

日　程 � 2020年5月9日（土）
	 　9：00～10：00	 代議員会議
	 10：00～	 	 受　　　付
	 10：30～12：30	 総　　　会
	 12：45～14：15	 懇　親　会
	 会費　5,000円（当日、受付時にお支払いいただきます。）

申し込み � 4月20日（月）必着（同封のハガキにてお申込みください）
� 申し込み後の取り消しは、4月30日（木）までお願いいたしします。
� その後の取り消しの場合は、後日、会費（5,000円）を頂戴いたします。

連絡先 � 天使大学同窓会室　TEL/FAX（011-712-1088）

　

日
頃
よ
り
、
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
三

点
に
つ
い
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
．
賛
助
金

　

同
窓
会
は
、
新
会
員
か
ら
の
前
受
金
と
会

員
の
皆
様
の
賛
助
金
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
毎
年
「
ぷ
ら
た
な
す
」
に
振
込
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
活
動
と
し
て
、
同
窓
会

の
組
織
つ
く
り
や
学
生
活
動
へ
の
支
援
（
活

動
費
の
補
助
・
奨
学
金
）
な
ど
に
力
を
注
い

で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

会
員
か
ら
の
賛
助
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
．
ク
ラ
ス
幹
事
名
簿

　

ク
ラ
ス
幹
事
名
簿
を
同
封
い
た
し
ま
し

た
。
連
絡
が
取
れ
な
い
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
が

多
く
、
同
窓
会
活
動
へ
支
障
を
き
た
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
同
期
の
方
で
連
絡
が
つ
く
方
、

ク
ラ
ス
幹
事
を
し
て
く
だ
さ
る
方
、
是
非
ご

一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

3
．
弔
電
費
の
負
担

　

同
窓
会
を
代
表
し
て
弔
電
を
打
つ
場
合

は
、
二
千
円
を
同
窓
会
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

弔
電
の
差
出
人
は
必
ず
「
天
使
大
学
同
窓
会
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

領
収
書
を
同
窓
会
会
計
宛
て
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
お
支
払
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様


